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Ⅰ 神が人を創造した目的は人に神を表現させるためです                                                   /創1:26~27 ,エペソ1:6,12,14 3:11    

  神が人を神のかたちに創造したのは、神を表現させ、神の権威をもって神を代行させるためでした。              

A 堕落した人は定められた御旨を成就することはできない： 

  堕落した人が、神が人を創造した定められた御旨を成就することは絶対に不可能です                                                                                                                                            /ローマ3：23,Ⅰヨハネ3:4 

B 福音を告げ知らせて人を神の御旨へと連れ戻す： 

   私達はキリストの栄光の福音を告げ知らせ、また神の王国の福音を告げ知らせ、堕落した人々を神に連れ戻して、      

   神の永遠の定められた御旨を成就しなければなりません                                                   /エペソ３：11,Ⅱテモテ1:9 

 

Ⅱ ですから、神はご自身のかたちと姿に人を創造されました                                                            /創1:26~27 ,Ⅰヨハネ3:2 

   神は言われた、「『われわれのかたちに、われわれの姿にしたがって、 人を造ろう．……』 

   ……そして、神は人を彼ご自身のかたちに創造された．すなわち、神のかたちに人を創造した」                                                                /創１：26-27 

A 神格の会議：「われわれ……人を造ろう」は、人の創造に関して神格の三者の間で会議が開かれたことを啓示しています         /26節前半 

1. 神の永遠の定められた御旨：三一の神が人を創造されたのは、人の創造が三一の神の永遠の定められた御旨のためであったことを示しています    /エペソ3:9-11 

2 神聖なエコノミーと神の分与：人を創造することにおける神の意図は、神の神聖なエコノミーを遂行して、ご自身を人の中へと分与することでした       /Ⅰテモテ1:4 

B かたちと姿にしたがって：神は、ご自身のかたちに、ご自身の姿にしたがって人を創造しました                                                           /創1:26 

１ 神のかたち：神の内なる存在を指しており、神の属性の内側の本質の表現です。その中で最も顕著なのは、愛、光、聖、義です      /Ⅰヨハ4:8;1:5;啓4:8;エレ23:6 

2 神の姿  ：神の外側の形を指しており、神のパースンの本質と性質の表現です （外側の表現の標準）                                                         /ピリピ2:6 

3 二つは一つ：神のかたちと神の姿は、二つの分離したものであると考えられるべきではありません                                                                           /創１：26 

• 人の霊の中に創造された人の内側の美徳は、神の属性のコピーであり、人が神の属性を表現する手段です 

4 人は神類に属する：神が人を創造したのは、神の複製とならせるためであり、それにより人は神を内容とし、神の属性を表現することができます 

• 人は神の種類に創造され、神と人は同じ種類に属しているので、人は神と結合され、有機的な結合の中で神と共に生きることができます 

                                                                            /11-12,21,24-25, 参照、使徒17：28-29;ヨハネ15:5,ローマ6:5,11：17-24,Ⅰコリント6:17 

第三週 神が人をご自身のかたちに創造したのは、 神を表現させるためである   



Ⅲ 人には神のかたちがあるので、神を受け入れ、神を表現することができます                                                       /エペソ3:19 

  人を神のかたちに神の姿にしたがって創造することにおける神の定められた御旨は、     

       人が神を命として受け入れ、神のすべての属性において彼を表現することです                                /創１：26-27,２：9 

A 神のかたちと姿にしたがって： 

   神の心の願いは、人の中へと入り、人と一になることであるので、神は彼のかたちに、彼の姿にしたがって人を造りました                    /エペソ３：17前半 

B 神の命と性質を受け入れるため： 

     人に神のエコ ノミーを通して神の命と性質を受け入れさせて、神の表現とならせる             /Ⅰテモテ１:４-4,ヨハネ３：16,Ⅱペテロ１：４,Ⅱコリント3:18 

C 神の愛、光、義、聖を内容とする：神は人に神の愛、光、義、聖を内容とする能力を持たせました       /Ⅰヨハネ４：8,1：5,エペソ４：24,５：2,8-9 

D 人性の美德は神聖な属性を表現する：私達の人性の美徳には神聖な属性を内容とする能力があります                            /Ⅱｺﾘﾝﾄ10：1,11:10 

E 神の団体の表現としての神の複製：神の複製は神の団体の表現のためです。この複製は神を喜ばせます。 

                             なぜなら、彼らは神のように見え、神のように語り、神のように生活するからです      /ヨハネ12：24,ローマ8：29,ヘブル２:10,Ⅰヨハ３:1-2 
 

Ⅳ これは神のエコノミーの中の奥義です                                                                                                   /エペソ3:9 

        聖書には、神と人との関係に関する奥義的な思想があります                      /創1:26,エゼキエル1:26,Ⅰヨハネ3:2後,啓4:3前半,21:11後半 

A 神の願い：神の願いは、人と同じになって、人を神と同じにすることです                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          /1ヨハ3:2後半 

B 神の目的：神の目的は、ご自身をキリストの中で私達の中へと造り込むことです                                             /エペソ3:17前 

C 神のエコノミー：神のエコノミーはご自身を人とならせ、私達を神とならせて、彼が「人化」された神となり、私達が「神化」された人となることです 

    /ヨハ1:14,ローマ1:3-4 

第三週  （続き） 

神のみこころ：神は永遠においてみこころを持たれた(定められた御旨） /エペソ3:11             → 神の願い：それは神の願望  /エペソ1:9          → 

神の喜び：神の喜びは神のみこころから出たものであり、みこころが最初に来る /エペソ1:5     → 神のエコノミー：計画/神の働きをもたらす /エペソ1:10;22-23 

神のエコノミー 
Ａ 神のエコノミーとは、神のご計画であって、 
Ｂ 神聖な三一の中で神ご自身を人の中へと分与し、 
Ｃ キリストのからだを生み出し建造して、地上で神人の生活をする一群れの人を得て  
Ｄ 新エルサレムにおいて究極的に完成して、神の団体の拡大された表現となることです 

神の中心的な働き ―“建造” 
Ａ  神の建造とは、キリストを人の中へと造り込むことです 

Ｂ  神の建造とは、神と人のミングリングです 

Ｃ  神の建造とは、信者の命における成長です 


